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はじめに 
 
2014年は、日本の電力・エネルギー史上、歴史的な年になる。本年（2014年）4 月から、日本最大

の電力会社である東京電力が、スマートグリッドの中核的技術のひとつである「スマートメーター」

の導入を各家庭に開始する。 

日本全国を 9つに分けて、電力会社 9社体制がスタートしたのは 1951年（昭和 26 年）であった（後

に沖縄電力が参加し 10電力体制になる）。これによって、それぞれの地域において、民間企業が発電

と送配電を一貫して経営を行う「地域独占体制」が確立した。 

それから 60 年後の 2011 年 3 月 11 日に発生した、東日本大震災とそれに伴って起こった福島第一

原子力発電所の事故は、日本の電力エネルギーの安定した供給体制を直撃した。 

このような背景のもとに登場した、スマートグリッドと日本における電力自由化の波は、このよう

な事態を打開するキーワードとなると同時に、地域独占体制の終焉を告げるものとなった。政府は電

力システム改革専門委員会を立ち上げ、日本の今後の電力・エネルギーのあり方の検討を開始。さら

に、横浜市、豊田市、けいはんな学研都市（京都府）、北九州市の 4地域では、「次世代エネルギー社

会システム実証」を展開し、新しいスマートコミュニティの課題に取り組んだ。 

これらと前後して、JSCA（スマートコミュニティ・アライアンス）が設立され、公知の標準インタ

フェースとして「ECHONET Lite」が承認された。さらに TTC（一般社団法人情報通信技術委員会）で

は、ECHONET Liteに対応させた下位層の通信インタフェースを整理しガイドラインを策定した。 

このような諸課題を解決しながら、政府の助成金などの投入とも相まって、スマートハウス（HEMS）、

スマートマンション（MEMS）、スマートビル（BEMS）、スマートコミュニティ（CEMS）などが次々に開

発された。さらに広範な産業界が新しいビジネスを求めて、次々に新しいプラットフォームを構築し、

さらに新しいビジネスモデルが次々に提案されている。本書は、こうした事業化フェーズに入った

HEMS/BEMS/MEMSについて、経験豊富な筆者による実践的な解説が展開されている。 

 

第 1 章は、歴史的な転換と言われる電力システム改革と、台頭する HEMS、BEMS、MEMS など各種エ

ネルギー管理システムを核にした新しいビジネスの展開や、その普及・拡大のためのロードマップ、

さらに最近のスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の内容などを概観する。 

第 2 章は、スマートハウス／スマートマンションの市場動向を見ながら、経済産業省・総務省・国

土交通省の平成 26（2014）年度の予算から、スマートハウス／スマートマンションに関連する内容を

確認し、今後、期待される成果などを考察する。また、先行して取り組んでいる各企業の動向を確認

する。 

第 3 章は、スマートハウスやスマートマンションを支える ICTプラットフォームを解説する。とく

に、建物内に設置される機器を束ねる「サービスゲートウェイ」とこのサービスゲートウェイを管理

する「ICTプラットフォーム」の必要性について整理して解説する。 

第 4 章は、スマートハウスを実現するシステムの動向と実現へ向けた課題を整理して解説する。
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ECHONET Lite を宅内の公知なインタフェースとしてその内容を検討した「スマートハウス・ビル標

準・事業促進検討会」の最新の検討状況からスマートハウス各社の動向を報告し、実際にスマートハ

ウスに必要なソリューションと技術キーワードを整理して、今度の課題と解決事項を考察する。 

第 5 章は、プラットフォームを導入することによって想定されるサービスモデルを解説する。この

章では、マルチベンダに対応できるプラットフォームがスマートハウスやスマートマンションへ導入

されることを念頭において解説する。このマルチベンダプラットフォームの環境における、ホーム

オートメーションやホームセキュリティ、エネルギー管理と制御についてそのユースケースを解説す

る。 

第 6 章は、スマートハウス／スマートマンションへ向けたビジネスモデルを中心に解説する。HEMS

補助金制度によって、スマートハウスに必要な HEMS 機器の基本構成がきめられ、各社からさまざま

な製品が市場へ展開されている。また、スマートマンション評価制度という新しいルールも定められ

ている。この章では、新しく創出されているこれからのビジネスモデルについて、スマートハウスと

スマートマンションに区分けして考察する。 

第 7 章では、スマートマンションを構築する際に必要なハードウェアやソフトウェアについて解説

する。とくに、MEMS アグリゲータが構築する基本システムやサービスモデルを前提にして、必要とな

るハード／ソフトの内容から、クラウドサービス連携までを、各社の製品動向を見ながら説明する。 

第 8 章は、スマートハウスとスマートマンションの今後の展望と課題を整理する。スマートハウス

とスマートマンションのどちらも、現時点では、国家プロジェクトとして展開することがマイルス

トーンになると考えられる。しかし、新たな事業を進めるには「シーズ」と「ニーズ」の 2つの側面

から取り組んで解決することが大事になる点を述べていく。 

 

本書が、スマートハウスやスマートマンションの新しい領域でビジネスを展開しようとされている

皆様の一助となるよう願っている。 

最後に、発刊に際してご協力いただいた関係者の皆様をはじめ、本書の執筆に多大なご尽力をいた

だいた、（株）ブロードリーフの奥瀬俊哉氏に厚く御礼申し上げる。 

 

2014年 2 月 

インプレス SmartGridニューズレター編集部 
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目前に控えた東京電力によるスマートメーターの一般家庭への本格導入を契機に、電力システ

ム改革の 3本柱といわれる、広域系統運用機関の設立（2015年）、電気の小売業参入への全面自

由化（2016年）、法的分離方式による送配電部門の中立性の一層の確保（2018～2020 年）に向け

た動きが活発化し始めている。 

一方、二酸化炭素（CO2）による地球温暖化などの環境問題やエネルギー危機などの解決に向

けて、国際的にスマートグリッドへの取り組みが活発化している。 

ここでは、世界でも珍しいといわれる、日本における「電力の自由化」と「スマートグリッド」

の両面からの同時の取り組みを見ていく。さらに、歴史的な転換と言われる電力システム改革と、

台頭する HEMS、BEMS、MEMS など各種エネルギー管理システムを核にした新しいビジネスの展開

や、その普及・拡大のためのロードマップ（行程表）、さらに最近のスマートハウス・ビル標準・

事業促進検討会の内容などを概観する。 

1.1 電力システム改革と課題：それに対応するロード
マップ 

1.1.1 電力システム改革専門委員会の設立 

3 年前の 2011年 3月 11に発生した東日本大震災は、東北地方への多大な災害を与えるとともに、

福島第一原子力発電所を直撃し、日本の電力・エネルギー危機を招き、災害時における日本の電力シ

ステムの在り方が大きく問われることになった。 

このような災害を契機として、政府は「電力システム改革専門委員会」を設立〔平成 24（2012）年

2 月〕、日本の地域独占体制を基本とする、現在の電力 10 社体制を見直し、災害に強く効率的な電力

システムの改革の検討が開始された1、2。 

1.1.2 電力システム改革の 3本柱 

このような背景から、現在、日本では電力システム改革の 3本柱といわれる、 

（1）広域系統運用機関の設置：これまで、個々に運用されてきた電力系統（電力システム）を、

全国的に統一された広域系統運用機関を設立（2015年）する 

                                                   
1 電力システム専門委員会報告書：2013年 2月 

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_01.

pdf 
2 電力システム改革の工程表：2013年 2月 

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_02.

pdf 

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_01.pdf�
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_01.pdf�
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_02.pdf�
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_02.pdf�
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（2）電気の小売業参入への全面自由化（2016年）：一般家庭を含めた電力市場を自由化する 

（3）送配電分離（2018～2020 年）：既存の電力 10社の送配電部門などを法的に分離して、送配電

ネットワークの中立性を確保（2018～2020 年）し、新規事業者すなわち「新電力」が参入し

やすくする 

に向けた動きが活発化し始めている。 

1.1.3 スマートグリッドの登場 

同時に、二酸化炭素（CO2）による地球温暖化などの環境問題や人口増加に伴うエネルギー供給量

の増加など、世界的なエネルギー危機も進行している。このような課題を解決するため、電力システ

ムと情報通信技術（ICT）を連携させて制御し、電力を効率的に利用できる仕組みとして、スマート

グリッド（次世代電力網）が登場し、全世界でその取り組みが開始されている。 

 

すでに、私たちの身の回りでは、スマートグリッドを実現する関連の基本要素として、スマートメー

ターの導入をはじめ、HEMS（家庭エネルギー管理システム）、BEMS（ビルエネルギー管理システム）、

MEMS（マンションエネルギー管理システム）、CEMS（地域エネルギー管理システム）などが次々に開

発されてきた。これによって、スマートハウスやスマートビル、スマートマンション、スマートコミュ

ニティなどの取り組みが活発化している。これに加え、太陽光発電や風力発電など、再生可能エネル

ギーなどを活用する新しい取り組みや、電気自動車やリチウムイオン電池などの開発が、次々に行わ

れている。 

1.1.4 新しいビジネスの拡大に向けた課題と対応を示す「ロードマップ」 

図1-1は、日本が直面している電力システム改革の全体的な動きや、スマートグリッド関連の実証、

標準化の検討、各種のエネルギー管理システム（xEMS：HEMS、BEMS、MEMSなど）の普及に向けた政府

の導入補助、今後の新しいビジネスの拡大に向けた課題と対応を示す、「ロードマップ」を示したも

のである。 

図 1-1 の上部に示すように、全体のスケジュールとしては、2014 年度（2014 年 4 月）からの東京

電力のスマートメーターの本格的な導入を皮切りに、各電力会社においてもその導入が開始される。 
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ホームネットワークやスマートハウスなど、さまざまな取り組みが乱立するなか、スマートコ

ミュニティ事業を経済産業省主導で推進したのが 2010年 4 月であり、早くも 3 年が経過してい

る。しかし、多岐にわたる事業であるため、諸課題の検討については、当面は国の政策主導で進

める必要があると大枠では認識されている。 

この章では、経済産業省・総務省・国土交通省の平成 26（2014）年度の予算から、スマート

ハウス／スマートマンションに関連する内容を確認し今後、期待される成果などを考察する。ま

た、先行して取り組んでいる各企業の動向を確認する。 

2.1 新しいエネルギーマネジメントモデルの確立 

昨年（2013）度までの経済産業省の取り組みは次の通りである。 

（1）HEMS補助金（詳細は第 6 章） 

（2）スマートマンション導入促進事業（詳細は第 6章） 

 

経済産業省が、平成 25（2013）年 12 月に公表している平成 26（2014）年度のエネルギー資源・エ

ネルギー関係予算案の概要によると「新しいエネルギーマネジメントモデルの確立」として、新たに

「大規模 HEMS情報基盤整備事業」がエントリー（設定）されている。ここでは、まずこのエントリー

の内容から紹介しよう。 

2.1.1 大規模HEMS情報基盤整備事業（予算額：40.3 億円）（新規） 

平成 26（2014）年度の予算案では、新規事業として家庭部門において、HEMS(ホーム・エネルギー

マネジメント・システム)から得られるデータを活用した効果や経済性の高い新しいエネルギーマネ

ジメントを実現することを目的に、1万世帯程度へ HEMS を導入し、その HEMSとつながる大規模な情

報基盤の構築、当該基盤を用いた大規模なエネルギーマネジメントに必要なシステムの標準化、プラ

イバシールールの整備などを行うとしている。 

この事業の概要や目的、イメージは次の通りである。 

〔1〕大規模HEMS情報基盤整備事業の概要・目的 

（1） エネルギーマネジメントによって省エネ・ピーク対策を進めるうえで、複数の需要家を束ね

て効率的にエネルギー管理する事業者（アグリゲータ）の役割が重要になっている。 

（2）最も小口需要家である一般家庭については、個々の需要規模が小さく、経済性に課題がある

ため、アグリゲータの参入が進んでいない。 
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（3）この解決策として、多数の HEMSを大規模な情報基盤によってクラウド管理することで、一戸

当たりのコストが低減するとともに、電力利用に係るビッグデータの活用により「エネマネ10」

サービスの効果・経済性が高まると期待される。 

 

 この事業では、大規模な HEMS 情報基盤を構築し、その標準化などを実施することで、家庭部門

において経済性の高いエネルギーマネジメントを実現し、その結果、民間主導のよる HEMS普及

を加速化し、電力の省エネ・ピーク対策に貢献する（図 2-1）。 

図 2-1 ビジネススキーム（HEMS普及を加速化） 

 

〔出所：http://www.meti.go.jp/main/yosan2014/pr/pdf/ene_syoujyou_01.pdf〕 

 

〔2〕大規模HEMS情報基盤整備事業イメージ 

（1）1万世帯程度に HEMSを導入し、これをクラウド管理する情報基盤のシステムを構築する。 

（2）当該情報基盤を用いてエネルギーマネジメントを実施する中で、データ処理やセキュリティ

などの課題を抽出し、それらの対処を通じて、システムの標準化を進める。 

（3）また、消費者の実際の声を反映したプライバシー上の対応策を検討し、消費者が安心できる

電力利用データの利活用環境を整備する（図 2-2）。 

                                                   
10 経済産業省では、エネルギーマネジメントのことを略して「エネマネ」と呼んでいる 

http://www.meti.go.jp/main/yosan2014/pr/pdf/ene_syoujyou_01.pdf�
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スマートハウスやスマートマンションへ導入する機器をシステム構築するうえで、必要となる

環境として「プラットフォーム」の導入が求められる。 

既築の建物においては、インターネットを利用する際に必要な通信機器や、ホームセキリュ

ティサービスを導入する際には、専用のハードウェアとサービスごとにハードウェアを既築の建

物内に設置しないとサービスが利用できない。そこで、建物内に設置される機器を束ねる「サー

ビスゲートウェイ」とこのサービスゲートウェイを管理する「ICTプラットフォーム」が必要と

なる。この章では、それら ICTプラットフォームの必要性について整理して解説する。 

3.1 ICTプラットフォームの必要性 

現在、市場に展開されているスマートハウスやスマートマンションには、 

（1）ホームセキュリティサービスの提供を受ける際の機器 

（2）エネルギー管理や制御を行う機器 

（3）インターネット回線に必要なブロードバンドルータやホームゲートウェイ（サービスゲート

ウェイと表記するケースもある） 

などのハードウェアを設置することによって、居住者は、はじめてそのサービスを利用することが可

能になる。 

さらに、具体的にサービスごとのハードウェアの提供を受ける、あるいは ICTプラットフォーム（情

報通信基盤）を構築することによって、いろいろなサービスが提供されるケースようになるが、次に

それらについて説明する。 

3.1.1 サービスごとに必要となるハードウェアが提供されるケース 

現時点では、スマートハウスやスマートマンションに共通のICTプラットフォーム（情報通信基盤）

が導入されているケースは少ないため、多くのケースではサービスごとに必要となるハードウェアを

居住空間へ設置することによって対応している。 

そこで、具体的なユースケースの例を挙げ、これらの例からサービスごとに必要なハードウェアが、

利用者の視点でどのように扱う必要があるのかを次の 6 つの項目を中心に解説する。 

結論としては、この 6 つ項目のそれぞれのサービスの中で、何かトラブルが発生した場合には、利

用者がそれぞれのサービスの対応先へ問い合わせを行うことになる。この問い合わせの場合、利用者

の視点ではなくて、ハードウェアを含めたサービスを提供している側（提供側）の都合でその対応が

行われることになる。 
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〔1〕白物家電のケース 

電気冷蔵庫や電気釜などのいわゆる白物家電を購入する際は、一般に家電量販店で購入するが、こ

れらの家電製品が故障した場合には、自らが家電量販店に出向き、新たに故障した家電製品の買替え

を行うのが普通である。また、仮に故障であることを利用者が認識し、その家電製品を購入した家電

量販店に問い合わせをしても、的確な答えを得ることは難しい。 

〔2〕住宅設備機器のケース 

一方、建売住宅などを購入した場合は、通常、住宅内の給湯器やコンロ、トイレなどの住宅設備機

器は、住居が完成した時点であらかじめ設置されている。しかし、給湯器のお湯を沸かす機能が急に

故障し多場合は、お湯を沸かすことができないためお風呂に入ることができなくなる。このように、

お湯が沸かないことが夜中にわかった時点では、問合せ先のコールセンターにおける修理の対応は翌

日となる。 

〔3〕インターネット回線、CATV回線のケース 

パソコンでインターネットを利用する際には、インターネットサービスを提供しているプロバイダ

の通信回線の手続きを行い、毎月そのサービス利用料金を支払うことになる。また、多くの場合マン

ションでは、CATV回線の利用料が毎月のマンション管理費用から支払われている。このため、マンショ

ンの居住者は、直接的には、このインターネットサービスの費用対効果を居住者の視点からは、利便

性を感じていない状況となっている。 

〔4〕モバイル通信回線のケース 

多くのインターネット利用者がインターネット回線へアクセスをする場合には、モバイル（移動通

信）系のスマートフォンやタブレット端末が急速に普及しているため、モバイル通信回線経由での利

用が圧倒的に多い。 

そのため今日の課題は、モバイル通信回線は LTEなどによるブロードバンド（高速）化が進んでい

るが、サービスを提供する移動通信事業者の基地局の数と利用者の端末数のバランスが崩れて、基地

局の建設が追い付かない状況である。そこで、移動通信の混雑を補完するため、移動通信事業者は、

Wi-Fi アクセスポイントによる対応との連携を進め通信の混雑を解消しようとしているが、その整備

には時間を要するため追いつかない面がある。そこで、利用者からは場所を問わずにリモコン感覚で、

最適な移動通信が活用できる環境が期待されている。 

〔5〕ホームセキュリティ機器のケース 

ホームセキュリティサービスを申し込むことで専用のハードウェアを住居に設置する。 

当然、サービス利用者も理解をしているが壁が都度、サービスごとにこれらのハードウェアに占領

されてしまうことになる。 

実際には、ホームセキュリティ機器ベンダ、通信事業者、サービス事業者などと異業種連携が求め
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スマートハウスには、ハウスベンダ、住宅設備機器、通信事業者など多岐にわたる事業者が関

係している。また、実際に住む居住者は、利便性が高まったスマートハウスを外出先などからも

スマートフォンで電気錠の鍵の閉め忘れ確認・帰宅前に最適なエアコンの制御などを行えること

が可能になる。システムを実現するには、多岐にわたる事業者が共通認識を持つことが出来る標

準化対応が求められる。この章では、ECHONET Lite を宅内の公知なインタフェースとしてその

内容を検討した「スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の最新の検討状況からスマートハ

ウス各社の動向を報告し、実際にスマートハウスに必要なソリューションと技術キーワードをま

とめ今度の課題と解決事項を考察する。 

実際にスマートハウスを実現するために必要なハードウェアやソフトウェアにこれらを支え

る技術との連携について、第 1 章でも紹介したスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の最

新の検討状況からスマートハウス各社の動向を報告し、実際にスマートハウスに必要なソリュー

ションと技術キーワードをまとめ今後の課題と解決事項を考察する。 

4.1 スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の設置 

日本型スマートハウス・ビルのさらなる普及拡大に向けた課題について議論を行うため、経済産業

省傘下のスマートコミュニティ・アライアンス（JSCA）の中に設置されたスマートハウス・ビル標準・

事業促進検討会の第 4回会合が平成 25 年（2013）12月 4 日に開催された。 

この検討会は、「スマートハウス標準化検討会（平成 23（2011）年 11月設置）」での中間とりまと

め（平成 24年 2月 24 日公表）において整理された以下の課題や、追加で生じた課題に対する検討を

実施する場として、平成 24年 6 月に立ち上げられている。 

4.2 スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会におけ
る検討内容 

4.2.1 スマートハウス標準化検討会にて整理された課題 

前述したスマートハウス標準化検討会の中間とりまとめにて整理された課題項目は次の5項目であ

り、そのシステム構成を図 4-1に示す。 

（1）重点機器(創エネ・蓄エネ機器等)の下位層の特定・整備 
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【① 重点機器（8種）の候補】 

・スマートメーター ・太陽光発電 ・蓄電池 ・燃料電池 

・EV／PHV ・エアコン ・照明機器 ・給湯器 

【② 下位層の特定・整備】 

・HEMS と各機器の間は公知な通信方式を用い、メーカーが独自仕様を用いないことを前提

とする。 

（2）運用マニュアルの整備 

（3）他社機器との相互接続検証と機器認証 

（4）国際標準規格との融合・連携 

（5）デマンドレスポンス技術・標準の調査・研究 

・全国共通に用いるデマンドレスポンスの手法として、既存方式である「OpenADR」をベー

スとした検討を進めることとする。 

・今後、我が国のニーズに合わせた詳細仕様を策定していく。 

図 4-1 スマートハウス・ビル市場普及拡大に向けた相互接続性に係る課題の整理（再掲） 

 

〔出所：http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/shoujo/smart_house/pdf/004_s01_00.pdf〕 

4.2.2 スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第 3 回の会合で追加

された課題 

第 3 回会合では、電力利用データを利活用したビジネス促進のための検討が行われた。 

http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/shoujo/smart_house/pdf/004_s01_00.pdf�
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スマートハウスやスマートマンションの「スマート」の意味するところは、「かしこい」「気の

利いた」という定義になる。したがって、従来の住宅環境では想像もできない仕組みや仕掛けを

実現することになるが、基盤となるルールを構築しないと機能を拡張するたびに開発投資が行わ

れることになる。そこでこの章では、ひとつのベンダの独自の環境でシステムを構築するのでは

なく、マルチベンダに対応できるプラットフォームがスマートハウスやスマートマンションへ導

入されることを念頭において解説する。このマルチベンダプラットフォームの環境における、

ホームオートメーション、ホームセキュリティ、エネルギー管理と制御についてそのユースケー

スを解説する。最後に、マルチベンダ機器を含めたプラットフォームの活用についてまとめるこ

とにする。 

5.1 マルチベンダ機器を連携させるHomeICTプラット
フォーム 

5.1.1 スマートハウスやスマートマンションにおける基本システム 

図 5-1は、本章で解説する、マルチベンダ機器を連携させるプラットフォームの構成図である。 

図 5-1は、最上位に、 

（1）ホームオートメーションサービス 

（2）ホームセキュリティサービス 

（3）エネルギー管理サービス 

などのサービスが提供され、最下位に、これらのサービスを具体化する、 

（1）ホームオートメーションハードウェア 

（2）ホームセキュリティハードウェア 

（3）エネルギー管理ハードウェア 

が設置されて構築されている。 

さらに、最上位と最下位の中間に、ミドルウェアとして、 

（1）マルチベンダ機器連携プラットフォーム（HomeICTプラットフォーム） 

（2）サービスゲートウェイ（Service Gateway） 

（3）インホームディスプレイ（宅内表示装置）/スマートフォン 

などが配置されている。 

 
このように、新しく登場しているスマートハウスやスマートマンションなどでは、あらかじめ、

HomeICTプラットフォームやサービスゲートウェイ（Service Gateway）、インホームディスプレイ（宅

内表示装置）などを基本にしたマルチベンダ機器連携プラットフォームを前提にシステムを構築する
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ことが重要になる。 

5.1.2 HomeICTプラットフォームとサービスゲートウェイ 

次に、図 5-1に示す構成図で、プラットフォームとサービスゲートウェイの役割を見てみよう。 

まず、上位側のプラットフォームの視点から見ると、プラットフォームはサービスゲートウェイ配

下（サービスゲートウェイの下に接続されている）の機器管理を行い、サービスベンダ（サービス提

供事業者）へ抽象化したモデルを提供する。すなわち、サービスゲートウェイの下に接続されている

異なるいろいろなベンダ機器（マルチベンダ）の違いを見えないようにして（吸収して）、サービス

を提供しやすい環境がつくられている。 

 

さらに、サービスゲートウェイは、リモートにあるインターネットに接続されたスマートフォンか

らのアクセス情報や、HomeICT プラットフォームを経由して、サービスベンダに適宜、必要な情報を

通知し、マルチベンダシステムが順調に動作するように支援しているのである。 

図 5-1 マルチベンダ機器を連携させるプラットフォーム 

 

〔出所：筆者作成〕 
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スマートハウス／スマートマンションへ向けて国の政策として、さまざまな補助金政策を打ち

出していることは周知の事実である。 

具体的には、HEMS補助金制度を定めて、スマートハウスに必要な HEMS機器の基本構成を決め

て各社から様々な製品が市場へ展開されている。一方でこのような製品を市場展開しても根本の

ビジネスであるエネルギー管理やエネルギー制御への展開には時間を要しており、この成果を戸

建て住宅の集合体であるマンションへ展開してビジネスが定着する政策を国主導で進めている。 

また、スマートマンション評価制度というルールを定めて、居住者への関心と利用の定着をは

図るこころのみも定義されたこともありその対応をしたマンションも首都圏のみではなく政令

指定都市でも建設されている。 

この章では、その内容を確認しながらどのような事業、製品が登場しはじめているかなど、現

時点の動きと、新しく創出されているこれからのビジネスモデルについてスマートハウスとス

マートマンションに区分けして考察する。 

6.1 HEMS補助金制度で市場投入された製品 

経済産業省は、平成 23（2011）年度第三次補正において、電力需給状況を踏まえた需要側対策（ピー

クカット等）として、家庭用のエネルギー管理システム（HEMS）に関する導入補助「エネルギー管理

システム導入促進事業費補助金」を実施すると発表した〔平成 24（2012）年 4月 10日〕。 

この対応は、エネルギー使用の効率化および電力需要の抑制を図ることを目的としている。 

この導入によって、 

（1）「HEMS対応製品」の商品化を各社が取組むことによって市場を活性化させ、 

（2）異なるメーカーの製品が接続可能な公知なインタフェースとして「ECHONET Lite」が実装さ

れることを要件とし、 

（3）HEMSとスマートメーターや蓄電池などとの接続など、拡張可能性があること 

も補助金対応の条件としている。 

 

最初に発表された平成 24（2012）年 4 月の時点では、6事業者 11製品が補助対象機器（表 6-1）と

して認定された（最新の情報は、後述の表 6-3 参照）。また、この補助金の申請受付など、執行全般

については一般社団法人環境共創イニシアチブ（略称 SII：Sustainable open Innovation Initiative）

で実施することも公表された。 
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表 6-1 HEMS対応製品〔最初に発表された平成 24（2012）年 4月の時点〕 

メーカー名 機器型番 設置対象 

（新築・既築） 

工事の

有無 

製品情報 

日本電気（株） IG0001STS/SK 新築 有 http://www.nec.co.jp/environme

nt/energy/sl/hems.html 

日本電気（株） IG0001STK/SK 既築 有 http://www.nec.co.jp/environme

nt/energy/sl/hems.html 

日本電気（株） IG0001STC/CM 新築・既築 有 http://www.nec.co.jp/environme

nt/energy/sl/hems.html 

シャープ（株） JH-RTP1 新築・既築 無 http://www.sharp.co.jp/support

/hems/ 

シャープ（株） JH-RTP2 新築・既築 無 http://www.sharp.co.jp/support

/hems/ 

東芝ライテック（株） BTR12-A01 新築・既築 有 http://feminity.toshiba.co.jp/ 

東芝ライテック（株） BTR12-A02 新築・既築 有 http://feminity.toshiba.co.jp/ 

積水ハウス（株） GF-HEMS-01 新築 有 http://www.sekisuihouse.co.jp/ 

大和ハウス工業（株） KIT-DHEMS-01 新築・既築 有 http://www.daiwahouse.co.jp/ju

taku/smart/original/index.html 

トヨタホーム（株） THHMES-01M 新築 有 http://www.toyotahome.co.jp/sm

arthouse/ 

トヨタホーム（株） THHMES-01K 新築 有 http://www.toyotahome.co.jp/sm

arthouse/ 

※詳細仕様（ファームアップ等）については、補助対象機器で異なるので、製品情報のページより確認のこと。 

※ファームアップとは、HEMS機器を ECHONET Liteを搭載するためのファームウェアのアップデートのこと。 

〔出所：http://www.meti.go.jp/press/2012/04/20120410001/20120410001.html〕 

SIIが指定する HEMS 機器の導入を行う一般家庭等に対して、導入する設備費用の一部を補助する事

業スキーム（事業計画）は、図 6-1の通りである。また、エネルギー管理システム導入促進事業費補

助金の内容は次の通りである。 
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多くの既築のマンションでは、住みはじめて 5年を過ぎる頃から例えば、給湯器などの住宅設

備機器の故障により生活に支障をきたすケースを経験していると思われる。そんな時には、入居

時に配布された住居内の機器マニュアルのファイリングで該当製品のマニユアルを探して問い

合わせ先を確認するも時間外であったり連絡先がわからなかったりするケースもある。今後、こ

のようなことが起きないようにするには、マンション内へプラットフォームを導入することで解

決されるという考えがある。 

具体的には、エネルギー管理・制御やホームオートメーション、ホームセキュリティ、ライフ

サイクルなどに向けたサービスを提供することが可能となり、今後は、プラットフォームが導入

されたスマートマンションでは、長期にわたって例えば、設置されている機器の製造中止が決ま

るとその情報を機器メーカーから居住者へ通知することも可能になる。この章では、スマートマ

ンションを構築する際に必要なハードウェア／ソフトウェアについて、MEMS アグリゲータが構

築する基本システム、サービスモデルを前提に必要となるハードウェア／ソフトウェアの内容か

ら、クラウドサービス連携までを各社の製品動向をみながらプラットフォームと関連するハード

ウェア／ソフトウェアについて説明する。 

7.1 MEMSアグリゲータの役割と基本システム、サービス
モデル 

最初に、スマートマンションを構築する際に、その内容を具現化する MEMS アグリゲータの役割と

基本システムとサービスモデルについて説明する。 

スマートマンション導入加速化推進事業では、エネルギー管理システム（以下「MEMS」という）を

導入し、エネルギー使用の効率化および電力需要の抑制によって、無理のない節電を図るマンション

などの集合住宅（以下「スマートマンション」という）の普及を推進する。さらに同推進事業は、一

版家庭へ電力需給調整サービスの提供を行うエネルギー利用情報管理運営者（以下「MEMSアグリゲー

タ」という）を育成し、電力需要のひっ迫迫時や災害時におけるエネルギーセキュリティの強化を目

的としている。 

7.1.1 MEMSアグリゲータの役割 

クラウドなどによる集中管理システムを保有する事業者で、マンションなどの集合住宅に対して

MEMS を導入し、エネルギー管理支援サービスや MEMSから得られる情報を活用する継続的なサービス

を通じて 10％以上の節電（総量）を目標に事業を行う者として、SII（Sustainable open Innovation 

Initiative、環境共創イニシアチブ）に登録を受けた者を「MEMSアグリゲータ」と位置づける。  
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MEMSアグリゲータは、SIIによる定期的な監査や指導を受けながら、MEMS機器設置者の補助申請の

取りまとめ、実績報告の提出など補助金執行にかかる管理業務を行うこととする。  

〔1〕MEMSアグリゲータの管理業務 

MEMS アグリゲータは、エネルギー管理支援サービスに加え、補助金の適正執行の観点から、次の

（1）～（4）などの管理業務を行う。 

 

（1）補助事業の周知  

補助対象システム・機器の導入を検討する事業者からの問い合わせに対応するなど、SII とと

もに本事業の周知活動に取り組む。また、SII が補助事業者向けに作成する MEMS アグリゲー

タ一覧に必要な情報（提供サービスの内容、サービス費用等）を提供する。 

 

（2）補助事業申請の受付、SIIへの補助事業申請  

補助対象システム・機器の導入を検討する事業者に対して、本事業についての詳細な説明を行

うとともに、申請を行うこととなった場合には、必要書類を取りまとめ、SIIに提出する60（図

7-1）。 

 

（3）補助対象設備の設置とエネルギー管理支援サービスの開始  

SIIからの交付決定後、補助事業者は補助対象設備の設置を支援するとともに、エネルギー管

理支援サービスに関する業務契約を結ぶ61（図 7-1）。  

 

（4）補助事業の完了検査への協力  

SIIは、必要に応じて、完了報告を受けた補助事業に対して、現地確認を含む完了検査を行う

（図 7-1）。MEMSアグリゲータは、補助事業者への連絡や現地調査に必要な調整など、SIIが

行う検査へのサポートを行う。 

 

                                                   
60 エネルギー管理支援サービス後、電力消費の実績などに関する国への情報提供、およびこれらの情報の

公表について、補助事業者の同意を得る。 
61 リースなどによって MEMS導入を行う場合、補助対象設備の所有権に関する取り扱いおよび、リース料な

どにおける補助金の扱いについて、業務契約書に明記する。 
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スマートハウスとスマートマンションのどちらも、現時点では国家プロジェクトとして展開す

ることがマイルストーンになると考えられる。しかし、新たな事業を進めるには、「シーズ」と

「ニーズ」の二つの側面から取り組んで解決することが大切になる。 

本章では、スマートマンションとスマートハウスの今後の展望と課題を整理する。 

8.1 スマートハウス／スマートマンション：今後の展望 

ここでは建物の構成を、①スマートマンション、②賃貸マンション/アパート、③スマートハウス、

④分譲住宅の 4アイテムに分類して、それらの展望を推測する。 

8.1.1 スマートマンション 

政府から執行団体として指定された一般社団法人 環境共創イニシアチブ（SII）が推進する「平成

24年（2012年）度スマートマンション導入加速化推進事業費補助金（MEMS）」による、スマートマン

ション導入促進加速促進事業を軸にして、2014年 4月以降も各マンションディベロッパーからスマー

トマンションが市場に展開される（図 8-1）。 

同時に、エネルギーの有効活用をベースにした新たなサービス事業の創出を強く進める「エネル

ギーを供給する事業者」と、「エネルギーを利用する需要家」の両方で利点が得られる検証を、しっ

かりと行うことが求められる。 

また、スマートフォンの需要も高く、居住者が所有するスマートフォンで自らのスマートマンショ

ンを管理したり家電制御を行えたりすることがデフォルト（基本）になるとも考えられる。この理由

は明確であり、今後は、スマートフォンを活用できる世代がマンション購入のメインになるからであ

る。 
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図 8-1 新しい展開をはじめたスマートマンションのイメージ 

 

〔出所：ファミリーネット・ジャパン（FNJ）のホームページより 

http://www.smartenergy-service.jp/introduction/s_mansion.html〕 

8.1.2 賃貸マンション／アパート 

スマートマンションと同様に、賃貸マンションやアパートでも創エネルギー（例：太陽光発電）や

畜エネルギー（例：蓄電池）の導入が進むと想定される。とくに、高齢者や独身者へ向けた建物では、

予期せぬ停電や災害時でも最低のライフラインを確保するために、このような仕組みの導入が求めら

れる（図 8-2）。 

また、賃貸マンションやアパートを居住者が退去する際には、HEMS機器のハードウェアリセットを

行い、例えば、フェリカ（FeliCa）を利用して施錠・解除を行っていた玄関扉の開閉が、退去する居

住者のスマートフォンで利用できなくするようにすることを、プラットフォーム経由で対応できるこ

とも必要になると考えられる。 

 

次の入居者が決まるまで空室の期間が長くなる場合には、あらかじめ標準装備しておくエアコンを

建物内に設置された太陽光発電で作られた電気を蓄電池に蓄積して、室内の温度環境をセンシング

（計測）して運転することによって、空室期間であっても、独特の部屋の匂いを軽減させることへの

利用も期待できる。 

 

http://www.smartenergy-service.jp/introduction/s_mansion.html�
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